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3. ステージゲート評価結果（5年目） 
〇結果 
 5年目ステージゲート通過とする 
 
〇評点 
 S:評価項目を満たしており、特に優れたところが認められる 
 
〇総合評価コメント 
 SG目標として設定した「量子赤外分光光学系(～5μm)を構築、実証」をすでに達
成済みと認められる。本研究では、可視域の光源・検出器を用いることにより 2～5μ
m の広帯域において量子赤外吸収分光の実証に成功していることから当初の目標を上
回り世界に先駆ける成果を実現していると評価できる。また、フーリエ変換型量子赤
外吸収分光（QFTIR）の提案・実証や、波長 8～10.5μmの遠赤外域での量子吸収分
光を世界で初めて実現するなど、当初の計画にはなかった特筆すべき成果も多く出て
いる点も評価できる。さらに、独自にワークショップを開催するなどのアウトリーチ
活動や積極的な知財出願、若手の育成などでも十分な成果が認められる。 
一方、島津製作所との共同研究については、可視・中赤外量子もつれ光源に関する

成果が見られるものの、量子赤外分光法を用いたキラーアプリが十分に見えていない
などの懸念点がある。今後は産業界との連携を一層強めていくことで、社会実装を強
力に推進していくことを期待する。 
以上を踏まえて、本課題は継続するのが妥当と判断する。 

以上 


